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一大森宝;百標本の寄贈と特別展示｢ジェムスト

ｰンの魅力｣一

｢宝石｣は,美しい物,値打ちの高い物の中でも

特別の趣を持つといえるでしょう.宝石には真珠や

サンゴといった現生の生物が作り出す物質も含ま

れますが,明らかにその大部分は鉱物で占められ

ます.この意味でカットされた宝石やその原石の鉱

物は,地球科学系の博物館にとって重要なコレク

ションです.地質標本館は,元所員の大森江いさ

んと散大森貞子さんが長年にわたって収集してこ

られた宝石標本を寄贈いただきました.寄贈いた.

たいだ｢大森標本｣は,お二人が在職中から集めて

こられた宝石のコレクションで,約1,200点のカット

ストｰンと数百点の原石標本からなります.地質標

本館では,昨年の夏,大森標本のお披露目の特別

展示を開催いたしました.

大森さんとそのコレクション

大森江いさん,故大森貞子さんは(写真1),1944

年4月にお二人そろって地質調査所に入所され,技

術部(現在の地殻化学部の前身)で長らく岩石や鉱
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写真1大森江いさん(前列右から2人目)と散大森貞子

さん(同じく右から3人目).1983年5月撮影(写真

は寺島美南子氏提供).
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物の化学分析のf士事に従事してこられました.お二

人は,地質調査所での女性研究者の草分けともい

うべき存在で,1960年代には主に地質部の研究者

との共同による岩石化学的研究により,湿式法に

よる岩石類の分析のエキスパｰトとして地質学･地

球化学の世界に広く知られるようになりました.江

しんじ二みかたごこ

いさんは,島根県宍道湖や福井県三方五湖の底質

についての地球化学的研究によっても知られてい

ますが,これらはその後地質調査所で行われるよう

になった陸水域での堆積作用の研究の端緒と位置

づけられるでしょう.また,岩石の全岩分析で現在

は主流となっている蛍光X線法を地質調査所で立

ち上げるにあたって,標準あるいは校正用のデｰタ

セットを構築したことも,今日につながる仕事として

忘れることができません.このような仕事にたずさ

わるにつれて鉱物への興味がわき,コレクションを

始めることとなったと伺っています.記録に残る最

も古い標本の入手の年は,1968年でした.お二人

の仕事に脂が乗った時期から宝石の収集が始まっ

ているわけです.

お二人は地質調査所に40年近くお勤めの後,江

いさんは1982年12月に,貞子さんは1983年11月

に,それぞれ退職なさいました.その後はつくば移

転以前に地質調査所があった川1崎市へお住まいに

なり,毎年新宿で開かれるミネラル･フェアに足を

運ばれるなどお元気でお過ごしでした.しかし残念

なことに貞子さんは病を得て,1995年1月に73才

でお亡くなりになりました.江いさんはその後東京

都八王子市に引っ越され,現在にいたっています.

大森標本の第一陣は,1995年3月に地質標本館に

寄贈されました.

第1表に,これまで登録が済んだ大森標本の鉱

物構成を示します.コレクションが多種の宝石鉱物

からなり,タンサナイト(ゾイサイトの青紫色の変種)

など新しい宝石鉱物やベニトアイト,アンダリュサイ

ト(紅柱石)など宝石としては珍しいものが含まれ

ることがわかります.こういったコレクションの内容

からも,お二人の宝石への鉱物学的な興峠が例え

るようです.主に原石類についての登録作業とカ

ットストｰンの鉱物学的な検討作業は,現在も継続

中で,大森標本の全容のカタログ化にはいま少し

時間が必要です.大森標本は,地質標本館3階の

特別展示室に,分類･収蔵されています(写真2).�
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策1表大森標本の鉱物構成(既登録分).

分類

鉱物種点数

元素鉱物ダイアモンド22点

ハロゲン化鉱物蛍石2点

酸化鉱物コランダム(ルビｰ,サファイア)46点

クリソベリル30点

スピネル28点

ヘマタイト､錫石等4点

炭酸塩鉱物マラカイト8点

アズライト等15点

㎜酸塩鉱物シンハライト等4点

燐酸塩鉱物トルコ石21点

ヴァリサイト､アパタイト等16点

珪酸塩鉱物

ソロ珪酸塩ガｰネット175点

トパズ26点

アンダリュサイト26点

ジルコン135点

ペリドット等27点

ネソ珪酸塩タンサナイト等8点

サイクロ珪酸塩ベリル52点

トルマリン67点

アイオライト,ベニトアイト等11点

イノ珪酸塩ヒスイ･ネフライト30点

ディオプサイド,グンツァイト等23点

フィロ珪酸塩クリソコラ8点

プレｰナイト等5点

テクト珪酸塩ムｰンストン15点

ソｰダライト11点

ラピスラズリ10点

アマゾナイト,スカポライト等20点

珪酸鉱物水晶類89点

虎日石･鷹日石15点

めのう類､136点

オパｰル類25点

アヴェンチュリン,クリンブレｰス等

13点

有機物こはく･さんご･真珠13点

岩石･化石23点

人工物ガラス3点

人造コランダム3点

合計1,165点

写真2地質標本館3階特別展示室に分類･収蔵された

大森標本.

写真3宝石鉱物の原石が並ぶガラスケｰス.地質標本

館所蔵の標本にも,これだけのクオリティｰの物

があるのです.

特別展示｢ジェムストｰンの魅力｣

コレクションのお披露目をかねて,地質標本館では

特別展示｢ジェムストｰンの魅力一大森標本一｣を

1997年7月25日から8月29日にかけて開催しまし

た.

特別展示では,｢ジェムストｰンとは何か?｣,｢ジ

ェムストｰンの色を楽しむ｣,｢多色性｣,｢アステリズ

ムとシラｰ(光学的効果)｣というテｰマのもとに,

宝石鉱物標本中心の展示を構成しました.展示の

一番最初のコｰナｰ｢ジェムストｰンとは何か?｣で

は,標本館収蔵の物を中心に,宝石として用いら

れる鉱物の文字どおり宝石級の標本を並べ,ジェ

ムストｰンは鉱物であることを強調しました(写真

3).｢ジェムストｰンの色を楽しむ｣以下のテｰマで

は,大森標本のカットストｰンをふんだんに展示し

ました(写真4).以下,展示内容を簡単にご紹介し

ます.

｢ジェムストｰンの色を楽しむ｣コｰナｰでは,大

森標本の中からコランダム,トパズ,ベリル,ガｰネ

ットおよび石英について,それぞれ色のバラエティ

ｰを実際のカットストｰンを用いて紹介しました.例

えばコランダムの色の変化として紅色のルビｰや青

色のサファイアがある事は良く知られていますが,

展示では黄金色のゴｰルデンサファイアなどあまり

地質ニュｰス526号�
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写真4カットストｰンは,テｰマにしたがって白地の展示

用プレｰト上に並べた.写真は｢アステリズムとシ

ラｰ｣の展示.

見られない変種も紹介しました.その外の宝石に

ついても,淡いピンク色のモルガナイト(ベリルの変

種),鮮やかな緑色や無色透明のガｰネットなど,

比較的珍しい色のカットストｰンを並べ,来館者の

驚きを誘いました.

｢多色性｣のコｰナｰは,見る方向によって著し

く発色が異なる宝石を紹介するものです展示し

きん“いせき

たのは,アンダリュサイト,アイオライト(璽青石),タ

ンサナイト,グンツァイト(リチア輝石のピンク色の変

種)です.アンダリュサイトは変成岩の造岩鉱物であ

る紅柱石で,薄片を偏光顕微鏡観察すると紅色か

ら無色の多色性を示す場合があるのが知られてい

ます.しかしこの鉱物の透明度が高い個体をカット

すると,太陽光の下でも直交する2方向の一方が

緑色,もう一方が赤色をおびるはっきりした多色性

が認められることは案外知られていません.アンダ

リュサイトはこういった性質を楽しむ宝石なのです.

同じく変成岩の造岩鉱物である璽青石は薄片では

無色ですが,良質の石では鮮やかな青紫色を示し,

1998年6月号

この色から和名の董青石,宝石名のアイオライトが

名づけられました.ところがこの発色は結晶学的な

1方向のみに認められ,これと直交する2方向では

くすんだ灰色になってしまいます.このためアイオ

ライトは藍色が最も美しく見える方向に大きなテｰ

ブル面を取るようにカットされます.タンサナイトと

グンツァイトも,これほど極端ではないが多色性の

著しい鉱物で,宝石としてカットする際に注意が必'

妻とされています.こういった面白い性質をもつ宝

石は来館した一般の方にとっても興味深いようで

したが,意外なことに地質調査所の研究者からも

｢肉眼で多色性が分かるものはあるとは｣という驚

きの声が聞かれました.

｢アステリズムとシラｰ(光学的効果)｣のコｰナ

ｰでは,不均質性に起因する独特の光学的効果を

示す宝石類を紹介しました(写真4).自然界ででき

る鉱物は均質なことは珍しく,液滴や別の鉱物を

包有したり,冷却にしたがって化学組成の異なる薄

層が分離する(離溶)など,さまざまな内部構造を持

つこともあります.この種の内部構造が完全に透明

な石には無い独特の光学的効果,すなわちアステ

リズムとシラｰをもたらし,魅力的なジェムストｰン

となることもあるのです.

｢アステリズム｣とは,スタｰ･ルビｰ,スタｰ,:サ

ファイアに現れる6条の光の筋のように,丸くカボ

ション･カットした石の上に結晶学的な方向にした

がって光の筋が現れる現象をさします.スタｰ･コ

ランダムの場合は,細針状のルチルが互いに120度

に交わるように多数包有され,これが光の筋を作

り出します.アステリズムを示す石は,ディオプサイ

ド(透輝石)やガｰネットなど他にも何種類か知ら

れています.アステリズムと似た現象に,クリソベ

リル･キャッツアイの｢猫の目｣状の光の筋があり,

こちらは結晶の軸に平行に伸びた包有物に起因し

ます.

長石の仲間では,冷却にともなう離溶現象の結

果,内部に電子顕微鏡オｰダｰの層状構造が形成

され,これが透過する光を干渉させて,さまざまな

色調のきらめき(閃光:シラｰ)を発することがあり

ます.長石の仲間であるブルｰ･ムｰンストンやラ

ブラトライトは,この効果を楽しむジェムストｰンと

いえます.この層状構造はまた,自いムｰンストン

の独特の乳白色の色調を生ずる原因にもなってい�
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写真5誕隼石の展示コｰナｰ.展示した誕生石はガｰ

ネット(1月),アメシスト(2月),アクアマリン(3月),

ダイアモンド(4月),ひすい(5月),ムｰンストン(6

月),ルビｰ(7月),ペリドット(8月),サファイア(9

月),オパｰル(10月),トパズ(11月),トルコ石(12

月).ダイアモンドとトルコ石以外は日本でも採取

可能な鉱物なのがミソ.奥に見えるのは,展示の

誕生石の写真を配した黄鉄鉱五角十二面体結晶

模型.

ます.光学的効果を楽しむジェムストｰンは,数多

くありますが,いずれも丸いカボションに磨いて用

いられるのが共通しています.

この特別展示を記念して,五角十二面体の各面

に誕生石に当たる鉱物の写真を配した組み立て式

の黄鉄鉱結晶模形を作成･配布しました(坂野･

豊,1997).カットストｰンを陳列したショｰケｰスの

最後には,この模型で紹介した誕生石の実物標本

とカットストｰンを並べたコｰナｰを設けました(写

真5).コｰナｰの前では,自分の誕生石を探して

たたずむ人の姿を毎日見ることができました.

特別展示初日は工業技術院統一公開日にあたり,

この日だけで1,000人の来館者をお迎えしました.8

月初めにこの企画が新聞地方版に紹介されるとと

もに更に多くの人の関心を引くこととなり,期間中

の入館者は合計約4,000人に上りました.さらに8

月7日には八王子から大森江いさんがはるばる来

所され,特別展示をご覧いただくことができました

(写真6).地質標本館では大森さんのご厚意に対

写真6大森標本を展示をご覧になる大森江いさん(中

央).

しささやかながら感謝状を差し上げ,御礼といたし

ました.贈り主の大森さんに喜んでいただけたこと

が,私たち寄贈に関係し,また特別展示を実施し

た側にとっては何よりでした.

今回の特別展示に使ったカットストｰンは総数

213個に上りましたが,これでも大森標本のほんの

一部にすぎません.特別展示のテｰマの関係から,

不透明な宝石,たとえばトルコ石の仲間やめのう

類は今回全く紹介することができませんでした.ま

たジルコン,スピネル,ペリドット(かんらん石),トル

マリンなども大森標本には多数含まれていますが,

やはり紹介できませんでした.いずれ改めてこうい

った物をご紹介できればと考えています.今後の

コレクションの利用に当たっても,寄贈してくださっ

たご厚意に報いるようにしていきたいと考えており

ます.
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